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デリパティブと緒1等罪の成否 (4)(須藤)






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(57) 山中敬一審 r刑法各論(費12版)J(成文:1:t2009年)653資。江お.山口原著 r刑法各治
m2股J(有斐悶2010王手}も.公営ギャンプルの「多数の正当化規定は.附I噂罪1の一般的銭止の
正当性を抱るがしうるものでぬる」とした上で.r実際上は.これらの「公w.された防仰・ir<
じJの枠外で仔われ.関連してi皇法行為を惹起し.努力団等の資金源となりうるようなItlil'1:t.1が
処悶の対象にな勺ているJとする。デリパティプ取引も.r公認(立主主}による代替規制Jによ
司て.賄I噂1JI1の例h主要件の一郎非犯1Jll化(訴止除外)が行われたと言ってもよいのでは必かろう
か。
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